




 

「吸気中酸素濃度 40%は,かって安全と考えられていたが,その濃度でさえ,あ

る未熟児に対しては,危険となることがあるかもしれない」――これは AAP1971

年の酸素療法適正化への勧告の序文の一部である。 

我々の経皮的酸素電極法による連続測定によって得られた,tcPOz 変動の上限

値を,呼吸障害のない,2000g以下,生後l週以内の未熟児について検討した結果

からも,同様のことがいえる。 

空気中で測定した62例中,tcPO281mmHg以上のもの16例,60～80のもの33例,59

以下 13 例で,30%酸素での 32 例では,それぞれ 18 例,l2 例,2 例で,40%酸素での

37 例では,それぞれ 33 例,4 例,0 例となる。 


